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須藤 貴仁，柳澤 公明，福田 和彦
（原町赤十字病院 整形外科）
81歳女性,2014/12/1特に誘因なく左股関節痛が出現.
様子を見ていたが改善せず,12/3疼痛のため歩行不能と
なり,車いすで当院受診.来院時左股関節周囲に圧痛認め,
Xpでは明らかな骨傷は認めなかったが,MRIにて左大腿
骨頚部骨折と診断された.12/9ピンニング (MDM社 プ
リマヒップスクリュー×3)を施行した.術翌日より起立練
習を開始し,経過は良好で,2015/1/13退院となった.
1/21ストーブのやかんを置きに行こうとした際に転倒
し,左大腿部痛が出現し,救急車で来院.Xpにて左大腿骨
転子下骨折と診断.1/26スクリュー抜去後,骨セメント注
入し,SYNTHES PFNAによる内固定を行った.術後1週
から部分荷重を開始し,現在歩行は良好である.大腿骨頚
部骨折の骨接合術後の転子下骨折について,若干の文献的
考察を加えて報告する.
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